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1.は じめに

平成13年 度より、本学におけるスポーツ実技

科 目は 「生涯スポーッ」 という名称で前 ・後期そ

れぞれ1単 位の選択科 目として設定 されている

(教職課程履修生 は必修)。 それ以前は 「体育実

技」や 「健康スポーッ科学」という名称で必修科

目として設定されていた。当該授業は健康スポー

ッ教育センター(lnstituteofHealth&Sports

Science)に 所属する教員 と非常勤講師によって

前期2種 目、後期1種 目でおこなわれているi)。

ガイダンス時に学生に配布するガイドブックには

下記項 目を 「大学における健康スポーツ教育の目

的」と位置づけている2)。

1.生 涯にわたる健康管理や、健康 ・体力の維

持 ・増進 ・回復 をはかるための素養 を高め
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身体運動 ・スポーツ実践の中で、「新 しい

動 きの体験」を享受することにより、運動

す る喜 びとともに共生する喜びを体得す

る。

身体運動 ・スポーツに関する科学的 「知」

を動 くことによって実感 し、体得する。

身体運動 ・スポーツすることによって得 ら

れる集約的な身体の 「知」を体得 し、生涯

スポーツ活動の素養を養う。

本学スポーツ実技科 目が見据 えている ものは、

確実に迫っている少子高齢化社会3)である。昭和

60年(1985)頃 か ら低下傾向にある子 どもの体

力 ・運動能力(図 一1)は 、将来の健康4)な生活

への不安要素として挙げられる。また、将来的に

各自がより 「豊かな生きがいを創造」する術を身
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図 一1体 力 診 断 テ ス ト合 計 点 の 年 次 推 移

子 ど もの か ら だ と心 ・連 絡 会 議 編:『 子 ど もの か ら だ と心 白 書2005』 、

ブ ッ クハ ウ ス ・エ イチ デ ィ、2005、p.114よ り抜 粋
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につけておかなければ、社会から孤立する危険性

も含んでいる。体力の低い少数が多数の非労働者

を支えなければならない少子高齢化社会の経済面

と社会に与える影響は容易に想定できるものでは

ない。

大学における教育の目的は、学校教育法第52

条に 「大学は、学術の中心として、広 く知識を授

けるとともに、深 く専門の学芸を教授研究 し、知

的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目

的とする。」 とあるように、本来は研究を主眼と

している。この中で教養科目である生涯スポーッ

は、専攻の学問分野とは直接関係になくとも、広

く学問的教養を学ぶ場である。教授の際には専攻

課程と同様に、学生とのコミュニケーションは不

可欠であるが、この方法は時代の変遷とともに変

化 してきたものである。

そこで本稿は戦前と戦後の体育 ・スポーッ教育

の変遷に着目し、これを比較することでコミュニ

ケーションに言及するものである。

2.戦 前 の体 育 ・スポーツ

1)国 内における体育の導入

慶応3年(1867)に 王政復古の大号令が発せら

れた翌年、明治政府による国内の平定がなされる

と、欧米の制度と文化 を積極的に摂取 しながら中

央集権国家の樹立を目指し始めた。日本は急速に

欧米列強に近づいてゆ くが、体格 と体力の差は同

様にはゆかず、軍事力の欧米化(=近 代化)と 併

せて政府の関心が注がれることとなる。

体育は明治5年(1872)の 学制下では 「体術」

と示されて教科 として始 まったが、翌年には 「体

操」に改称 されて、およそ70年 に渡ってその呼

称が用いられた。

明治11年(1878)に 文部省によって体操伝習

所が設立され、アメリカか らリーランド(G.A.

Lerand)が 招聰 された。指導された内容は徒手

及び手具体操で、軽体操(lightgymnastic)と 紹

介され、後に普通体操(normalgymnastic)と

改称された5)。体操伝習所設立の 目的は、日本に

適 した体育法の選定と、その教員養成であった。

リーランドはアマース ト大学卒業後、ハーバー ド

大学医学部を終えてお り、医学的見地に基づいて

『体育論』 を講義 し、指導された軽体操は 「学習

者の保健のためという立場か ら選定 された」6)も

のであった。

体育はそれまでの 日本では考えられなかった教

育概念であったことと、体操伝習所の卒業生 と伝

習員による熱心な指導 もあって、普通体操は体育

法として確固たる地位を築 き、全国的に普及 して

いった。

明治16年(1883)の 徴兵令改正に関連 して文

部省は明治19年(1886)に 学校 に兵式体操導入

を決定する。これを計画 したのが初代文部大臣と

なる森有礼であった。

2)体 育の概念形成

『日本体育史研究序説:明 治期における 「体育」

の概念形成に関する史的考察』を著 した木下によ

れば、「体操伝習所設立前後に形成 された 「体育」

すなわち 「身体(之)教 育」の概念は、知育 ・徳

育と並ぶ体育本来の概念である」としている。 し

か し、過信された普通体操による運動だけへの偏

重と、新たに兵式体操と戸外遊戯が導入された段

階で本来、運動と衛生を手段として 「体育」とし

ていたものが、身体と精神のために運動を手段と

する新たな 「体育」概念が発生 したと以下のよう

に指摘 している7)。

この 「体育」というひとつの熟語に、本来の

身体の健康 を目的とした教育の概念と、あらた

に運動を手段 とした教育の概念の2つ を表現さ

せたこと、換言すれば、本来の"身 体教育"の

概念 と身体教育の具体化の過程で具象的偏奇か

ら変質派生 した"運 動教育"の 概念の両者を、

ともに 「体育」と呼んだことが、「体育」問題

を複雑化する原因となった。

以来、「体育」本来の"身 体教育"を 第1の

体育の概念 とすれば、"運 動教育"は 第2の 概

念 となり、現在では第2の 体育の概念が一般的

な 「体育」の概念 と認められ、第1の 概念は過

去の体育の概念 と定義されている。
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新たな体育の概念 を抱 きつつ、健康志向の普通

体操 と軍事志向の兵式体操の並列が第2次 大戦敗

戦 まで続 き、明治政府が掲げた富国強兵はその後

も体育に色濃 く反映されていったのである。

3.戦 後 の体育 ・スポーツ

」)新 たな体育の方針

第2次 大戦が終わると世界情勢は民主主義 ・平

和主義路線に舵を取るようになる。敗戦国である

日本では、体育から軍事色を一掃すること(非 軍

事化)か ら手がつけられた。次いで民主化に方針

転換 した国家の教育に貢献するよう積極的な措置

が とられていく。昭和21年(1946)に 来日した

アメリカ教育使節団の勧告によって方向性が示 さ

れた翌年、文部省による 「学校体育指導要r剛 の

制定でその指針が明らかにされた。木村はこの内

容について下記のように解説 している8)。

これは運動 の教材 を小学校では体操、遊戯

(遊戯、球技、水泳、ダンス)、 中学、高校、大

学では体操、スポーッ(陸 上競技、球技、水

泳)、 ダンス、理論 に大別 した。この要綱は遊

戯 ・スポーッ教材 をひ じょうに豊富 にし、児

童 ・生徒の自発性を尊重 したことは、戦前の教

師中心で"体 操中心"の 体育か ら、体操が準備

運動 ・整理運動の位置に転落 し、児童 ・生徒の

自発的活動 としての"ス ポーッ中心"の 体育へ

の転換の方向を明確にしていた。

「学校体育指導要綱」 は体育の 目的について

「体育は運動 と衛生 を通 して人聞性の発展を企図

する教育である」と規定 している。加えて、はし

がきの中で 「国民の一人一人が、健全で有能な身

体と、善良な公民としての社会的、道徳的性格を

育成」することが民主国家としての門出に最も重

要なことであるとしていることから、民主的な人

間形成 に貢献 しようとす るものであったといえ

る。

日本における体育の変遷とコミュニケーション

2)ス ポーツ教育の登場

日本 の経済 は、敗戦後の どん底 か ら昭和25

(1950)年 以降の朝鮮戦争特需によって早期の復

興 を成 し遂げると、昭和35年(1960)の 池田内

閣によって唱えられたエネルギー革命、所得倍増

計画による高度経済成長期に入る。労働の質と量

に変化が現れ、国民の所得が安定 し、余暇が増大

すると、次第にスポーツは 「観る」、「一部の人が

する」 ものか ら 「自身がする」 ものへ とな り始

めた。こうした社会の変化が現れた頃、UNESCO

(国連教育科学文化機関)が 発表 した 「生涯教

育」のアイディア(1965)とEC(欧 州共同体)

の 「ヨーロッパ ・スポーツ ・フォア ・オール憲

章」(1975)が 日本で も紹介されるようにな り、

ヨーロッパ と同様の動 きが出てきた。昭和52年

(1977)の 小 ・中学校指導要領の改訂には 「運動

に親 しみ、継続すること、楽 しさが重視 されてい

る。学校体育を生涯スポーツに繋こうとする意図

が示 され、また運動それ自体の価値を認める考え

方」が盛 り込まれている9)。小林によれば体育か

らスポーツ教育への移 り行 きは、

スポーツにおける外在的価値である健康、体

力等の重視から、その内在的価値である意味あ

る経験を第一に尊重 しようとする方向として把

握で きる。スポーツ教育は、スポーツ活動にお

ける喜び、楽 しさ、自己実現、自己と外界の一

体感を中心に置 き、スポーツに親 しみ、その技

能を育み、生涯を通 してスポーツを実践で きる

人間の教育をめざしている

ものと説明 している10)。スポーツ教育はそれ以

前の体育が 「一般的な傾向 としては、運度技能の

「切 り売 り」に堕 していることに対する反省 にも

立脚」11)した上で、「スポーッ技術 を中心に据えな

がら、それとかかわ りのある自然科学的、社会科

学的課題を、科学的に指導するもの」12)も必要と

される。
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4.ま とめ にかえて

急速な近代化の過程で日本はこれまで持ってい

なかった 「体育」という教育の概念に、自国の風

土を反映させながら吸収していった。

日清戦争に始まる世界進出はその後、第2次 大

戦敗戦 までに日露、第1次 大戦をそれぞれ約10

年の間隔で経験 している。その聞の体育は富国強

兵、国粋主義を色濃 く反映させている。こうした

国内情勢を教育に反映させ る中で、学生 との コ

ミュニケーションは軍隊と同じくトップダウンの

方向をとっていたと予想 される。この教育方針は

現在では批判されるだろうが、当時は世論が許 し

ていたと考えてよい。

第2次 大戦に敗戦 してからはアメリカ介入のも

と、体育は新たな方向性を求められた。それまで

の軍事色を払拭 し、スポーッを中心に民主的な人

問形成を目的とした。急速に経済が復興する経過

で、世界的にスポーツが一部の人々のものではな

く、自身が選んで参加するという考え方が広まる

ようにな り、体育 もこの時流 に沿ったものへ と

なってい く。スポーツに対 しての興味が高まった

ことで、これを教材としている授業内でも学生の

多様なニーズや問いに対応することが求められる

ようになったのである。

教材 としてのスポーツは、ルールとマナーの中

でベス トを尽 くすことや、運動 を通して体力の維

持 ・増進法を学ぶことができる。技能の向上は確

かに楽しいが、全員が同じ進度で進めるものでは

ないし、技能習得の努力は数値化できるものでは

ない。他の教科 と比較 して、科 目の目標 とする部

分が多岐にわたるため、教員 ごとに重視する目標

が異なる。従って授業内のコミュニケーションの

方法 も各教員に委ねられている部分が多いのでは

ないのだろうか。また、プロ野球やJリ ーグと

いったプロスポーツの影響が強 く、学生が試合の

勝敗にこだわる面がある。卒業後は教育 として教

わるのではなく、 自身で選び、自身で学ぶ(=生

涯学習)こ とが求め られるはずなのに、場合に

よっては単位習得後にはその意欲を削がれかねな

い。スポーツが科 目名につ くと、スポーッをおこ

なうだけという誤解を払いながら授業を開始する

だけ、他科目よりも遅れている部分がある。こう

いった見地に立ってスポーツ授業のコミュニケー

ションを考えると、一方通行であっては本来のス

ポーッ教育には到達で きない ことがわかる。ま

た、学生同士の班をつ くっておこなう特色もある

ので、学生同士がコミュニケーションを取れるよ

うな配慮 も必要なのではないだろうか。

いずれの時代に しても体育の指針 を示 してき

たのは文部省であった。平成12年(2000)に は

「スポーッ振興基本計画」 を文部大臣告示 として

策定 しているように、現代 においても日本 の体

育 ・スポーツを啓蒙 している。国家の行政機関に

よって教育内容が位置づけられるのだから、時代

に必要な風潮 に合わせて教育の方向性が決 まる。

時代の教育内容に合わせてコミュニケーションの

方法 も変化するものなのである。
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